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行政改革指針・重点課題 　７　市民参加の仕組みづくり 一般会計

法定受託事務の有無 予算区分（款 － 項 － 目）

その他（関係計画、要綱等） 7-1-1 土木総務費

事業開始の背景、経緯等
市道における街路樹について、アダプト制度を取り入れることで市民の街路樹への愛着の形成、街路樹管理の質の向上を
図っていく。

（両者と協働不可の場合はその理由）

①事業内容
（どんな活動を行うのか）

②アウトプット【活動指標】
（活動の結果、どうなるのか）

③中間アウトカム【成果指標】
（対象はどうなるのか）

④最終アウトカム
（市としてどうなるのか）

　　市道の街路樹周辺に住む長久手
　　市民や企業等

　　より多くの方が参加し、街路樹につ
　　いて愛着を持ってもらうため、アダ
　　プト制度の登録者数が増加するよ
　　う周知を行う。

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度
(2019) (2020) (2021) (2022) (2023)

予算 0 20 10 10 10

決算 0 0 0 0 -

人件費(B) 千円 決算 0 813 824 983 -

総コスト(C)＝(A＋B) 千円 決算 0 813 824 983 -

事業対象の数(D)
（R5年度は想定数）

人 58,545 57,466 60,035 60,352 60,770

対象あたりコスト（C/D)の
過去３年平均値

千円 0 0 0 0

中間アウトカム【成果指標】の数値設定
（事業の意図を反映する指標）

市民参加の延べ人数 人 42 357 609

（指標の設定根拠） （数値目標の根拠：調査名、調査年など出典）

参加人数は、市民の街路樹への愛着の向上が確認できる指標であるため

グリーンロード及び田籾名古屋線に対し29区間が設定されている。R4年度実績として、2団体で42人の活
動参加があり、1団体当たり21人となる。全区間にアダプト登録がされる29区間×21人=609人を目標②と
する。目標年次としては、毎年3団体づつ増やしていく予定とし、（29団体【目標】-2団体【既存】）÷3団体=9
年後を目標年次とする。　　　　　　　　　　　

令和元年度に土木課から事業移管後、課題を抽出して、市民が参加しやすいことを意識した制度にして試行。令和４年７月か
ら上級者制度及び初級者制度を設け、ハードルを下げた本格運用を開始した。ホームページや広報にて周知を行い、登録者
数の増加に努めている。

（活動のエピソード、コメント、特記事項など）

県道についてもアダプト制度を実施できるよう愛知県職員と協議を行い承諾をもらった。これに伴い広報やグリーンロード沿い企業へ直接声
かけを実施し参加団体を増やすことができた。活動団体がアダプト制度を通して街路樹の管理だけでなく、街路樹下のスペースにサツマイモ
を植栽し、市が洞まちづくり協議会や近所のご友人等と世話や収穫等を呼びかけたことで継続的かつ活発的な活動が見受けられた。

（改善が必要なこと、改善の方法など）

アダプト制度に登録した企業等がゴミを捨てる場合、ゴミ収集車のルート上まで運ぶ必要がある。ゴミ集積所がない場合近隣
住宅や環境課と調整する必要がある。

（事業の成果を高めるための事業の方向性）

令和４年度から引き続き市民団体に限らず、街路樹沿いの企業や既に草取り等を実施している方への声をかけを継続し、令和１３年度まで
に主要道路の全区間に活動者の登録がある状態にする。

市民・民間事業者との
連携協働の可能性

両者と協働可

（
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

）

事
業
フ
ロ
ー

チラシ、ホームページ等でアダ
プト制度の周知を行うと共に、
街路樹がある沿線店舗につい
ては戸別訪問し、アダプト制度
の登録を促す。

市民の街路樹への愛着の形
成、街路樹管理の質の向上

アダプト制度に興味関心を持
つ方が増え、アダプト制度へ
参加する人が増加する。

項目 単位 区分

事業費(A) 千円

進
捗
状
況

単位
【現状】

R4年度（2022）年実績
【目標①】

R9年度(2027)年実績
【目標②】

R13年度(2031)年実績

振
り
返
り

事業開始からの経緯など

令和４年度の成果

改善ポイント

今
後

今後の
方向性

基
本
情
報

コ
ス
ト
推
移

【誰を対象に】

【目的】

【今後の目標】

事務事業① 街路樹市民管理事業

活動指標 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

（事務事業の具体的な活動の指標） (2022) (2023) (2024) (2025) (2026)

見込 16 20 20 20 20

実績 16

見込 6 15 18 21 24

実績 12

見込

実績

＜備考：活動の概要（R４年度(2022)）＞

コスト投入 現状維持

事務事業②

活動指標 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

（事務事業の具体的な活動の指標） (2022) (2023) (2024) (2025) (2026)

見込

実績

見込

実績

見込

実績

＜備考：活動の概要（R４年度(2022)）＞

コスト投入

事務事業③

活動指標 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

(2022) (2023) (2024) (2025) (2026)

実績

見込

実績

見込

実績

＜備考：活動の概要（R４年度(2022)）＞

コスト投入

単位 区分

(1) 沿線店舗へのアダプト制度の登録勧誘 件

(2)
【アクションプラン】

市民管理団体数【単年】
団体

(3)

今後の方向性 拡充
・令和４年７月制度を見直し本格運用を開始（上級者制度及び初級者制度を設立）
・ホームページや広報で周知
・愛知県の承認を受け、グリーンロード沿い企業を周り参加を呼びかけ(16者)

単位 区分

(1) 運営に携わる市民の人数 人

(2)
【アクションプラン（総合計画）の

指定の指標】

(3)

今後の方向性

区分

(1) 運営に携わる市民の人数 人

(2)
【アクションプラン（総合計画）の

指定の指標】

(3)

今後の方向性

事
業
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